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関西支部長 山内信幸 

 

日本比較文化学会関西支部 2024 年度 3 月例会のお知らせ 

 

 

立春の候、関西支部会員の皆さまには、ご清栄のことと存じます。以下の通り、関西支部 3 月

例会を開催いたします。万障お繰り合わせの上、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

 

日時：2025 年 3 月 8 日（土）13:30-17:00 

会場：同志社大学今出川キャンパス  寧静館 N34 番教室・35 番教室 

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/imadegawa/overview.html 

 

■ 研究発表 13:30～15:45 

 

 寧静館 N34 番教室 寧静館 N35 番教室 

13:30

～

14:00 

井原彩樺（同志社大学文化情報学部 

[学部生]）・山内信幸（同志社大学教授） 

 

国語教育における助詞「は」に関する

一考察 ―意味分類を中心に―  

史 蕊（広島大学大学院人間社会科学研究

科博士課程後期） 

 

中国における太宰治文学紹介の〈復活期〉

に関する研究 ―その全体的様相および形

成の背景を中心に― 

 

14:05

～

14:35 

Nguyen Thi My（兵庫教育大学大学院

専門職課程言語系教科マネジメントコ

ース） 

 

日本語とベトナム語における「犬」に

関することわざの対照研究 

 

蘇 文博（総合研究大学院大学文化科学

研究科国際日本研究専攻博士後期課程） 

 

「朝鮮策略」からみる黄遵憲の外交思想 

―中華世界秩序から勢力均衡へ― 

 

14:40

～

15:10 

佐古恵里香（流通科学大学特任専任講

師）・山内信幸（同志社大学教授） 

 

視覚イメージによる言語項目および文

化項目の浸透過程のモデル化 ―結び

つきの機能に着目して― 

 

渡邊理恵子（奈良女子大学大学院人間文化

総合科学研究科博士後期課程） 

 

Anne Brontë の詩における男性像 

 

 

15:15

～

15:45 

橋尾晋平（名古屋外国語大学専任講師） 

 

コミュニケーション能力養成を視座に

入れた物語文を教材としたリーディン

グの授業に関する一考察 

 

 

 

■ 講演 16:00～16:50（寧静館 N34 番教室） 

   

田口哲也先生（同志社大学文化情報学部教授） 

 

「ダンテとケネス・レクスロスの世界」 

https://www.doshisha.ac.jp/information/campus/imadegawa/overview.html


 

■ 閉会 16:50～17:00（寧静館 N34 番教室） 

   

山内信幸（日本比較文化学会関西支部長） 

 

＊例会終了後、烏丸今出川の「アジアンレストラン芙蓉園」（https://kyoto-fuyouen.jp）で、懇

親会を開催いたします（会費、3,000 円程度）。参加される会員は、3 月 5 日までに、事務局

（北林）まで電子メールでお知らせください。 

 

 

今後の予定 

 

● 第 47 回全国大会・2025 年度国際学術大会 

日時：2025 年 5 月 17 日（土） 

会場：香川大学教育学部（香川県高松市幸町 1-1） 

シンポジウムのテーマ：比較文化の地域性と新たな視点の創造 

 

  ※ 詳細については日本比較文化学会のウェブサイト（https://hikakubunka.jp）をご覧く

だ さい。 

 

● 関西支部 2025 年度例会 

 

関西支部の例会は、2025 年度も、10 月、12 月、3 月に予定しています。日程が決まり次

第、学会のウェブサイトで告知いたします。研究発表をご希望の会員は、関西支部事務局

までお願いいたします。 

 

 

 

 

 

日本比較文化学会関西支部事務局（京都橘大学国際英語学部北林研究室内） 

  北林利治 VZV00407@nifty.com（大文字 VZV、00407 は数字です） 

https://kyoto-fuyouen.jp/
https://hikakubunka.jp）をご覧くだ
https://hikakubunka.jp）をご覧くだ
mailto:VZV00407@nifty.com

